
緩和ケア内科 医長 宮武 和代

● 診療科の特色

緩和ケアとは、重い病気を抱える患者やその家族一人一人の身体や心などの様々なつらさを和らげ、

より豊かな人生を送ることができるように支えていくケアであり、多職種から成る緩和ケアチームでのア

プローチを原則とします。

当院でも 2006 年から緩和ケアチームが活動していますが（緩和ケア推進室）、2016 年 4 月から緩和ケ

ア専従医師による緩和ケア内科の診療が開始されました。

・がん患者のみならず、非がん患者の疼痛等にも対応します。

・外来では、がん治療中の方、身体症状の緩和が必要な方を対象に、予約制で診療を行います。

・当院の入院患者であって緩和ケアが必要と判断された方については、主治医からの紹介を受け、原

則として緩和ケアチームで介入します。主治医と連携を取りながら身体症状の緩和を行い、また、症状

や相談内容に応じて専門職種と連携して症状緩和や QOL の向上を図ります。

● 入院診療実績

当院には緩和ケア病棟及び症状緩和専用の病床が無いため、治療主科の入院患者への介入により

診療を行っています。

身体症状の緩和を依頼された患者の主な症状（緩和ケアチームの介入は緩和ケア推進室に掲載）

疾患 患者数

1 がん性疼痛 132

2 気持ちのつらさ・不安 84

3 嘔気、食欲不振 51

4 全身倦怠感 50

5 終末期ケア 37

6 腹部膨満感 22

 7 呼吸困難感 16

8 せん妄 8

9 非がん性疼痛（慢性疼痛） 6

10 便秘 5

● 研究業績

講演、研究会

） 在宅疼痛緩和ケアセミナー
「在宅診療におけるオピオイド持続皮下投与の実際」
座長 宮武 和代
岡山市ふれあい公社 北ふれあいセンター 年 月 日

） 第 回疼痛治療の明日を考える
「がん治療に関連する痛み」
宮武 和代

講演 年 月 日

感染症内科 医長 齋藤 崇

● 診療科の特色

当センターに入院中または受診された患者さんを対象に各診療科の先生方から感染症（疑い）の診断

や治療についての相談を受けたりアドバイスを行ったりする「感染症診療支援活動」を中心に、薬剤耐性

菌拡大防止などを担う「感染対策」、学生や研修医等への感染症教育などの「教育活動」に携わっている。

１． 診療実績

年度の診療支援件数は計 件であった。年次推移を図に示す。診療支援内容は感染症 疑

い に対する診断や治療が大多数で、その他検査や感染対策の相談があった。院内の診療科すべ

てから相談を受けた。

２． 感染症教育

内科専門医研修プログラムにおいて、1 ヶ月間感染症内科を選択した 7 人の専攻医の教育に関わった。

● 研究業績

１） 院内研修会 抗生剤の適正使用について」
齋藤 崇
重井医学研究所附属病院 2024 年 2 月 17 日
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